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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Image quality of virtual monochromatic images obtained using 320-detector row 
     CT: A phantom study evaluating the effects of iterative reconstruction and body 
     size 
     （320列CTを用いた仮想単色画像の画質検討：逐次近似法と体格の影響を評価 
      したファントム研究） 
 
 
 本研究では、320列CTで撮影した仮想単色画像（virtual monochromatic spectral: 
VMS）と多色である120kVpの画質について、逐次近似法の有無やファントムの大きさの
違いによる影響を検討した。従来のフィルタ補正逆投影再構成では、VMSの画質は小さ
いファントムでのコントラストノイズ比を除いて120kVpよりも劣っていた。一方で逐次
近似法のAdaptive iterative reconstruction 3D（AIDR-3D）再構成ではVMSが61～69keVに
おいて120kVpより優れていた。また大きい体格に対してAIDR-3Dがより有効であった。 
 審査では、まず本研究の目的は被曝低減も含まれているのか、また低減率はどのくら
いかと質問された。まずはVMSが従来の120kVpのCTを置換できるかの検討であり、その
次には画質を担保したまま低線量での撮影が可能になると思われるが、低減率について
は今後の検討が必要であると回答された。続いて、標準偏差が平均値の約15%と高い数値
を示していた理由を問われた。測定した関心領域が1.5cm2と比較的小さいものであったこ
とが原因と回答された。次に、被写体が大きいとノイズ低減の効果が大きいのは常識的
な結果で、この研究での新しい知見は何かと質問された。被写体が大きくても、光子不
足までになると逐次近似法でも十分画質を担保できないという結果は初めて示されたと
回答された。次に、画像再構成において人工知能（AI）は有用であるかと質問された。
新しい画像再構成法である逐次近似法はコンピュータの性能向上により実用化され現在
広く使用されており、今後AIの導入により更に改善することが期待されると回答され
た。続いて、実験データは何度行っても同じような結果になるのかと問われたが、デー
タは10回撮影の平均であり、個々のデータ自体も高い再現性があると回答された。ま
た、AIDR-3Dの撮影は特殊な機種でのみ撮影可能なのか、またどのような画像の加工に
よりS/N比が向上されるのか問われた。AIDR-3Dは現在販売されている装置では標準搭載
され、臨床で広く使われているが、画像取得後の加工は自動化されており、詳細は公開
されていないと回答された。また、所謂画像不正のような、恣意的なプロセスではない
と述べられた。次に、信号ノイズ比やコントラストノイズ比が65keV付近で最大となる理
由につき問われた。X線エネルギーが低くなるにつれてCT値と同様にノイズも増大し、
65keV付近でこれらの比が最大値を取ると考えられ、半導体の特性が関係していると回答
された。最後に、この技術が臨床ではどのように活用されるのかと質問された。ビーム
ハードニングが減少し、CT値の精度が担保されることが利点であり、ビームハードニン
グの大きい脳幹部や肺尖部や椎体周囲での画質改善が期待されると回答された。 
 以上のように、本研究は課題を残すものの、逐次近似法で再構成されたVMSの有用性
を示しており、今後の臨床応用への可能性が期待され、有意義な研究であると評価され
た。 
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